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Ⅰ．分科会のねらい
　入院期間の短縮化に加え患者の重症化，高齢化は勢い
を増している近年，患者にきめ細やかなサービスを提供
し，安心で安全な療養環境を確保するには，スタッフの
努力のみならずとそれを組織的に支える体制が不可欠で
ある。本分科会では，せん妄ケアを取り上げ，看護管理
者としてエビデンスを具体的にどのようにシステムに活
用し，組織的なケア環境の整備につなげ看護の質向上を
図っていくかについて考える。
Ⅱ．話題提供
　窪田容子（千葉大学医学部附属病院　看護師長）
Ⅲ．参加者
　看護管理者10名，臨床看護師２名，教育研究者１名，
大学院生１名の計14名
Ⅳ．討議の概要
１．実践の概要
　まず話題提供者より，看護管理システムへのエビデン
スの活用の一例としてせん妄ケアを取り上げ，医療機関
と教育機関が共同して継続しているせん妄研究会で得た
知識や学びを部署に浸透させるべくケアの標準化に取り
組んだ経過から，予防的ケアの重要性，スタッフ教育の
必要性，スタッフを支援する立場として困難に感じてい
ることなどについて報告があった。
２．討議１：せん妄対策への取り組みの現状
　話題提供者から，せん妄について基礎知識共有のため
の情報提供が行われ，せん妄ケアを成功させることは組
織の安全管理上も重要であることが共有された。むやみ
な身体拘束は避けたいが，「身体拘束は悪」と考え必要
な拘束を行わずに事故につながる事例もあり，入院時か
ら発症リスクを予測した予防的なかかわりの重要性が話
し合われた。次に話題提供者が活動の実際において，予
防ケアのためのアセスメントツールの活用が紹介された
が，参加者からはツールを活用するにも他に多くの書類
作成等の業務をさいてツールをチェックすることにより
業務が煩雑化する危惧があることなどから，業務に取り
入れ直接ケアにつなげることが困難な現状などが報告さ
れた。
３ ．討議２：看護管理者としてエビデンスをどのように
活用しケアの向上に役立てていくか
　せん妄リスクを予測し，適切なケアにつなげるため
に，部署単位で基本的な知識を共有することは重要であ
る。看護管理者がスケールを活用する目的は，データの
蓄積・分析から看護の質改善に役立てることであり，話
題提供者より実際にツールを活用した活動の結果，部署
でのせん妄の発生頻度低下や入院期間の短縮につながっ
た事例が紹介された。チーム全体でせん妄を適切にアセ
スメントし，患者に包括的なケアを提供する過程が重要
だが，どのような方策があるか意見交換を行い，教育機
会の提供，管理職が最新の知見を持つこと，多職種を巻
き込み検討する機会を持つこと，スタッフによるケアの
成果を可視化することなどが挙げられた。
４．まとめ
　管理者の仕事として，適切な教育により共有された知
識に基づき行われたケアの成果を可視化しポジティブに
フィードバックすることは，部署のスタッフの動機づ
け，看護のやりがいにつながるということが共有され
た。
　管理者の立場からの話題提供に対し，様々な立場から
エビデンスを看護管理に生かす具体的な方略について意
見交換を行い，ケアの方略を現場に落とし込むこと，そ
のために環境を整えることの重要性が，参加者に伝わっ
たのではないかと思われた。
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